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昨
年
、
一
つ
の
壮
大
な
プ

ラ
ン
が
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
岡

山
市
楢
津
）
か
ら
打
ち
出
さ
れ

た
。

　
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
」
（
仮

称
）
Ｉ
Ｉ
世
界
で
も
例
の
な
い

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
に
よ

る
大
学
設
立
構
想
だ
。

　
医
療
援
助
な
ど
の
国
際
協
力

を
展
開
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
。
大
学
は
、
世
界
で
国

際
協
力
に
携
わ
る
人
材
養
成
が

目
的
だ
。

の
歩
み
の
集
大
成
を
も
意
味
・
い
・
」
と
三
十
三
歳
の
暁
退
社
。

す
る
。

　
■
力
量
が
不
足

　
　
「
も
と
も
と
国
際
協
力
に
関

心
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
近
藤

さ
ん
は
、
脱
サ
ラ
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

身
を
投
じ
た
。

　
福
岡
県
大
牟
田
市
出
身
。
中

央
大
法
学
部
を
卒
業
後
、
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
海
外
販
売

活
動
に
従
事
。
そ
の
過
程
で
、

次
第
に
自
分
の
生
き
方
に
疑
問

が
生
ま
れ
た
。

東
京
都
内
の
国
際
協
力
開
運
の
財

が
主
体
で
’
地
域
の
中
に
ま
で
浸
。
た
近
藤
さ
ん
の
実
感
で
あ
る
。
大
さ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
。

透
し
て
い
な
い
。
　
　
ノ
　
　
　
企
業
の
よ
う
に
組
織
が
し
っ
か
り
　
構
想
で
は
、
学
部
は
「
国
際
　
学
生
の
就
職
先
に
は
、
国
内

団
に
勧
め
た
。
農
村
開
発
な
ど
を
　
　
「
も
っ
と
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
育
じ
て
お
り
、
経
済
、
農
業
関
係
な
貢
献
学
部
」
、
一
学
年
の
定
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
連
機
関
の
ほ

行
う
海
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
資
金
た
な
い
と
、
国
際
協
カ
で
ぼ
本
ど
の
大
学
院
を
出
た
専
門
家
が
、
員
は
’
百
～
二
百
人
。
一
般
教
か
、
国
際
化
を
進
め
る
地
方
自

援
助
す
る
仕
事
。
一
年
間
の
う
ち
。
の
顔
Ｊ
５
ｍ
Ｗ
Ｑ
い
」
。
自
ら
Ｎ
給
料
を
も
ら
っ
て
活
動
。
専
門
の
養
や
語
学
、
国
際
関
係
学
、
治
体
や
企
業
な
ど
。
そ
し
て
研

三
分
の
一
は
援
助
先
の
ア
ジ
ア
各
Ｇ
Ｏ
に
飛
び
込
む
決
意
を
固
め
、
職
業
分
野
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
社
会
学
な
ど
を
学
ぶ
。
授
業
究
機
関
と
し
て
、
国
連
へ
の
政

地
を
回
っ
た
。
「
こ
れ
ほ
ど
自
分
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
転
身
し
た
の
が
昨
年
る
、
と
い
う
。

高
諾
諾
膜
壁
盲

り
に
も
課
題
が
多
い
。
試
算
で

は
、
土
地
、
建
物
、
国
か
ら
の

助
成
金
が
出
な
い
開
学
後
四
年

間
の
運
営
費
を
含
め
る
と
計
六

十
億
～
九
十
億
円
が
必
要
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
プ
ラ
ン
は

魅
力
的
だ
っ
た
。
人
材
養
成
機

関
の
必
要
性
は
自
分
の
体
験
で

痛
感
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ

る
。

出
張
先
の
東
南
ア
ジ
ア
。

の
仕
事
が
他
人
の
役
に
立
ち
、
喜
秋
だ
っ
た
。

び
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
か
」
。
至

福
の
時
だ
っ
た
。

■
授
業
に
実
習
も

に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
策
提
言
を
行
う
Ｉ
Ｉ
と
い
う
の

　
一
方
、
日
本
で
は
、
一
部
を
除
Ｉ
ク
を
生
か
し
、
難
民
キ
ャ

き
専
門
分
野
を
持
た
な
い
若
者
や
ン
プ
な
ど
で
の
実
習
も
取
り
入

学
生
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
れ
る
。

　
し
か
し
、
今
度
は
別
の
も
ど
か
　
　
「
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
プ
ロ
の
集
参
加
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
「
Ａ
　
緊
急
救
援
や
農
村
開
発
な
ど

し
さ
が
生
ま
れ
る
。
発
展
途
上
国
団
で
あ
り
、
一
つ
の
産
業
だ
」
。
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
で
養
成
す
る
人
材
の
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
欠
か

を
巡
る
中
、
欧
米
に
比
べ
日
本
の
援
助
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
含
は
、
ま
さ
に
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
よ
せ
な
い
の
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
量
不
足
と
無
力
感
を
め
、
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
接
し
て
き
う
な
国
際
協
力
の
プ
ロ
」
と
近
藤
Ｉ
。
活
動
拠
点
の
確
保
や
物
資

　
　
昧
わ
っ
た
。

　
　
　
ど
こ
か
に

　
　
援
助
の
要
望

　
　
が
な
い
か
、

ス
何
日
も
か
け

ラ
ム
街
に
は
、
物
ご
い
の
子
供
て
訪
ね
歩
い

ら
や
仕
事
が
な
い
若
者
が
い
た
末
、
「
既

た
。
高
級
車
で
出
迎
え
ら
れ
た
に
欧
米
の
Ｎ

自
分
と
の
違
い
に
衝
撃
を
受
け
Ｇ
Ｏ
の
援
助

た
。
四
世
帯
に
水
道
が
一
つ
の
を
受
け
て
い

長
屋
に
住
み
、
裕
福
で
な
か
っ
　
る
」
と
い
わ

た
子
供
の
こ
ろ
が
、
ま
ぷ
た
の
れ
る
の
が
、

裏
に
浮
か
ん
だ
。
「
こ
の
ま
ま
い
つ
も
の
パ

で
い
い
の
か
」
　
　
　
　
　
　
タ
ー
ン
。
日

　
「
尽
力
し
て
み
る
価
値
は
　
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
で
現
地
本
の
政
府
開

あ
る
。
社
会
的
要
請
が
あ
る
社
員
と
日
本
人
社
員
の
あ
つ
れ
発
援
助
「
○

の
も
確
か
だ
」
。
大
学
設
立
き
も
体
験
。
「
日
本
へ
の
国
際
Ｄ
Ａ
」
は
政

は
、
こ
れ
ま
で
の
近
藤
さ
ん
理
解
を
深
め
る
仕
事
が
し
た
府
間
レ
ベ
ル

の
調
達
、
国
運
機
関
や
現
地

政
府
と
の
交
渉
Ｅ
。
日
本
人講演でｒＡＭＤＡ国際大学」の設命を訴える

近藤さん＝岡山市内

が
近
藤
さ
ん
ら
が
描
く
国
際
大

学
像
だ
。

　
■
自
治
体
と
協
力

　
岡
山
の
「
く
に
づ
く
り
」
と

「
国
際
貢
献
」
の
融
合
を
目
指

す
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
国
際
大
の
設
立

は
そ
の
「
決
め
手
」
で
も
あ
る
。

岡
山
県
下
の
自
治
体
と
組
ん

で
、
大
学
を
設
け
た
い
と
い
う

の
が
近
藤
さ
ん
ら
の
願
い
だ
。

こ
れ
ま
で
に
県
内
十
、
県
外
三

の
自
治
体
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。

　
大
学
設
置
に
よ
り
、
国
際
協

力
の
研
究
所
や
国
連
機
関
の
施

設
な
ど
、
付
帯
的
な
整
備
の
可

能
性
も
期
待
で
き
る
。

　
地
方
の
国
際
化
の
中
で
迎

え
つ
つ
あ
る
地
方
分
権
の
流

れ
。
地
域
特
性
を
見
き
わ
め
、

国
境
に
関
係
な
く
世
界
の
中

で
、
自
分
の
住
む
地
域
を
位

置
づ
け
る
こ
と
が
分
権
の
意

昧
だ
と
、
近
藤
さ
ん
は
考
え

る
。
　
「
国
際
大
が
養
成
す
る
の
は
、

そ
ん
な
『
世
界
都
市
』
の
視
点

を
持
っ
た
人
材
だ
」
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